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Rokkasho広報ろっかしょ

photo 　入学式後、初めてのホームルームで先生の話を聞く新入生（尾駮小学校）

Pick Up Topic

平成 23年度入学式 /尾駮小学校が開校
Feature

「東日本大震災、被害状況報告。」

「小学校って、楽しそう♪」

Proud! Japan （プラウド・ジャパン）とは
「誇り高き日本、堂々たる日本」という意味。
「大震災の中でも周囲を気遣い、助け合う

被災地の人たちや、命がけで救援活動に励
む人たちは日本の誇り。みんなで応援しよ
う」と復興への願いを込め、静岡県の広報
担当者が始めた運動です。
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「学校生活、楽しく過ごしたい」
平成 23年度入学式 /尾駮小学校が開校

　

平
成
23
年
度
入
学
式
が
４
月
７

日
、村
内
各
校
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

尾
駮
小
学
校
（
中
村
公
允
校
長
、

児
童
２
１
８
人
）
に
は
、
真
新
し
い

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
39
人
の
新

入
生
が
初
登
校
し
ま
し
た
。

　

間
も
な
く
始
ま
っ
た
入
学
式
。
新

入
生
紹
介
で
一
人
ず
つ
名
前
を
呼
ば

れ
た
新
入
生
た
ち
は
、
は
に
か
ん
だ
笑

顔
で
元
気
に
返
事
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　

中
村
校
長
は
式
辞
で
「
勉
強
や

運
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、

い
っ
ぱ
い
眠
っ
て
、
早
く
起
き
て
、

朝
ご
は
ん
を
い
っ
ぱ
い
食

べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

と
新
入
生
に
や
さ
し
く
語

り
か
け
ま
し
た
。　

　

児
童
を
代
表
し
て
高
橋

朋
哉
く
ん
が
「
尾
駮
小
学

校
に
は
、
運
動
会
や
学
習

発
表
会
な
ど
楽
し
い
行
事

が
た
く
さ
ん
あ
る
。
楽
し

い
思
い
出
や
友
だ
ち
を
た
く
さ
ん
つ

く
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
歓
迎
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　

千
歳
中
学
校
（
中
村
廣
美
校
長
、

生
徒
数
49
人
）
に
は
、
少
し
大
き
め

の
学
生
服
と
セ
ー
ラ
ー
服
に
身
を
包

ん
だ
新
入
生
20
人
が
初
登
校
。
新
入

生
た
ち
は
、
保
護
者
や
在
校
生
の
温

か
い
拍
手
で
入
学
式
会
場
へ
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

中
村
校
長
は
式
辞
で
「
自
立
の
意

志
、
郷
土
を
誇
り
愛
す
る
心
、
仲
間

と
の
絆
と
い
う
校
訓
の
精
神
を
胸
に

　新校舎を楽しみにしていた
ので、とてもうれしい。体育
館がとても広くて、昼休みに
遊ぶのが楽しみです。
　早く新しいグラウンドで思
いっきりサッカーをしたい。
低学年の児童たちの手本とな
れるようにあいさつもきちん
とできるように気をつけたい。

　今日初めて新しい学校に
登校しました。校舎内がと
ても広くて、気持ちも広く
なったみたい。うれしさは
1500％です！
　新しい学校にふさわしい、
学力もスポーツもレベルが
高い尾駮小を目指して、頑
張りたい。

5 年 1組

小川真世くん
6年 1組

高橋政斗くん

「新校舎は、広くて快適！」

Pick Up Topic
平成23年度入学式尾駮小学校、開校。

秘
め
、
立
派
な
中
学
生
を
目
指
し
て

ほ
し
い
」
と
新
入
生
を
激
励
。
生
徒

会
長
の
相
内
慶
祐
く
ん
が
「
行
事
や

部
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
達
成
感

が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
大
き
な
自
信
に

つ
な
が
る
。
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」
と
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

新
入
生
代
表
は
渡
辺
泰
正
く
ん
。

「
委
員
会
と
部
活
動
が
楽
し
み
。
中
学

校
生
活
を
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

本
年
度
に
尾
駮
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
北

に
移
転
新
築
さ
れ
た
尾
駮
小
学
校
で

は
、
入
学
式
に
先
が
け
て
開
校
を
祝

う
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

尾
駮
小
学
校
は
２
階
建
て
で
、
１

階
に
１
・
２
年
生
、
２
階
に
３
～
６

年
生
の
教
室
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

玄
関
を
入
る
と
、
教
室
２
つ
ほ
ど

尾
駮
小
学
校
開
校

の
吹
き
抜
け
の
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
。

そ
の
右
隣
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
は
、

約
２
５
０
席
を
備
え
、
全
校
生
徒
が

一
緒
に
給
食
を
と
れ
る
よ
う
な
広
さ

で
す
。

　

校
舎
内
の
壁
な
ど
に
は
、
木
材
を

多
用
。
木
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ

る
温
か
な
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

新
校
舎
に
初
め
て
登
校
し
た
児
童

た
ち
は
、
う
れ
し
そ
う
に
校
舎
内
を

眺
め
て
い
ま
し
た
。

〈右ページ〉
1_中村校長の式辞を真剣に聴く新入生（千歳中）
2_ 新入生紹介で、少し緊張した顔で起立する新
入生（尾駮小）3_ 在校生から絵本のプレゼント
を受け取りうれしそうな表情（同）　4_ 緊張の
面持ちで入場する新入生（千歳中）　5_ 誓いの
言葉を述べる渡辺泰正くん（同）

6_各学年代表の児童たちもテープカットに参
加。新しい学校のスタートを祝った　7_「エ
ネルギーの村、六ヶ所」の小学校の象徴とも
いえる風力発電と 8_ 太陽光発電（パネル）。
発電された電力は小学校で使われ、10_ 多目
的ホールに設置されたスクリーンでは、発電
量などを見ることができる　9_教室のドアは
可動式。オープンスペースとして広く使える

1

3

2

4

5

6

7

9

10

8

記念写真撮影時に、
同級生と仲良く話す新入生たち
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村政発展への尽力認められ
沼邊綱雄元議長（故人）に「従六位」

　内閣から、元六ヶ所村議会議長の沼邊綱雄さん（故人）へ「従
六位」の叙位が発令され、3 月 30 日に古川健治村長から沼邊
さんの息子の好文さんへ位記が伝達されました。
　沼邊さんは、六ヶ所村議会議員として 5 期 20 年（うち議長
１期４年、副議長１期４年）の長きにわたり、村政発展に尽力。
その功績が認められ、今回の発令となりました。
　好文さんは伝達に際し「父には、生前お世話になった方々や、
携わった方々を見守っていただければと思います」と話してい
ました。

好文さん（中）と古川村長（右）、戸田副村長（左）

子どもたちの教育の一助に
葛西さんが二宮金次郎像を調査

　平安寺（平沼）住職の葛西満さんが 3 月 30 日、自費出版し
た「六ヶ所村二宮尊徳翁幼時の像物語」を村内の小中学校に寄
贈しました。
　薪を背負いながら本を読んで歩く姿の二宮金次郎（尊徳の幼
名）像は、その勤勉さが小学生の理想・手本として、戦前から
各地の学校に建てられたといわれています。葛西さんは、１年
にわたって村内小学校（跡地含む）５校にある金次郎像の寄贈の
経緯などを調査し執筆。鈴木浩平沼小校長が編集を担当しました。
　葛西さんは「学校の統廃合が進み、忘れ去られようとしてい
る金次郎像には、建立に関わった当時の人たちの思いがつまっ
ている。この本が現在の子どもたちの教育の一助になってほし
い」と話していました。村内小学校の金次郎像についてまとめた葛西さん

Rokkasho Topics

観客の皆さんの善意役立てて
社会福祉チャリティーショー開かれる

　『第八回社会福祉チャリティー　滝川美洲襲名公演』が 3 月
27 日、文化交流プラザ「スワニー」で開かれ、約 450 人の観
客が民舞踊・新舞踊など 30 演目を楽しみました。
　３時間半にわたり開催されたショー。曲調に合わせ情緒的に
演じられる踊りの数々に、観客はじっくりと見入っていました。
　同チャリティーは隔年開催。収益金は毎年、六ヶ所村社会福
祉協議会に全額寄付されていますが、今年は震災の義援金とし
て日赤六ヶ所分区にも一部寄付されました。
　滝沢キミ子さんは「震災の影響でガソリン不足の中、思って
いたより観客が来てくれた。足を運んでくれた人たちに感謝し
ています。会場の皆さんの善意を被災者の皆さんのために役立
ててほしい」と話していました。

　

震
度
４
の
揺
れ
が
続
い
た

の
は
約
２
分
。
揺
れ
が
お
さ

ま
っ
て
間
も
な
く
、
村
は
災

害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

　

14
時
48
分
の
津
波
警
報
発

令
を
受
け
、
た
だ
ち
に
村
内

の
防
災
行
政
無
線
で
住
民
に

避
難
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

気
象
庁
に
よ
る
津
波
警
報

が
大
津
波
警
報
に
切
り
替
え

ら
れ
た
の
は
15
時
14
分
。
そ

の
わ
ず
か
11
分
後
に
は
、
泊

漁
港
で
１
㍍
ほ
ど
の
津
波
が
目

視
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
高
瀬

川
河
口
や
む
つ
小
川
原
港
で
も

津
波
が
確
認
さ
れ
、
16
時
過
ぎ

に
は
む
つ
小
川
原
港
沿
い
の
国

道
３
３
８
号
が
冠
水
し
、
通
行

止
め
と
な
り
ま
し
た
。
後
日
、

む
つ
小
川
原
港
で
の
津
波
は

３
・
５
㍍
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
分
１
秒
の
対
応
が
明
暗
を
分

け
た
津
波
の
被
害
。
村
で
は
、
住

民
の
速
や
か
な
避
難
に
よ
り
、
人

的
被
害
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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東
日
本
大
震
災
、
被
害
状
況
報
告 

。

３
月
11
日
14
時
46
分
頃
、

Ｍ
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド９
・
０
、
最
大
震
度
７
の
巨
大
地
震
が
発
生
。

直
後
に
発
生
し
た
大
津
波
は
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

村
で
も
震
度
４
を
観
測
。
漁
船
流
失
な
ど
津
波
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

未
曽
有
の
災
害
か
ら
１
カ
月
あ
ま
り
。

村
で
も
、
被
災
地
の
た
め
に
と
、
思
い
を
行
動
に
う
つ
し
た
人
た
ち
が
い
ま
す
。

被
害
や
住
民
避
難
の
状
況
、
そ
し
て
、
広
が
る
支
援
の
輪
を
紹
介
し
ま
す
。

場所（地区） 被害内容

泊新荷
に さ ば き

捌施設（泊） 排水溝蓋
ふ た

流出、荷さばき室一部浸水

泊地区ふれあいセンター（泊） ガラス破損、壁・床ひび割れ（数カ所）など

六ヶ所村海水漁業協同組
合（尾駮）

津波に伴う一部浸水による水産物荷捌・加工等施設オーバースライ
ダー３枚破損▶活魚室シャッター破損▶船溜り停泊小型漁船　３隻
損傷、刺網（漁具）３カ統流出

鷹架橋付近（鷹架） 電柱１本折損（地域情報基盤設備）
むつ小川原港（鷹架） 停泊船１隻行方不明
老人福祉センター（平沼） 老人福祉センターの排水ポンプが故障（14日　午前復旧）
六ヶ所村漁業協同組合（平沼） 高瀬川停泊小型漁船　３隻流出、むつ小川原港　１隻沈没（漁船）
防火水槽（中志） 防火水槽周辺の陥没
民家（中志） 民家１軒の地盤沈下
六ヶ所高校（千歳） 校舎窓ガラス16枚ひび割れ
酪農家（庄内・睦栄など） 原乳受け入れ先の被災などで、原乳出荷できず廃棄（損害額調査中）

各地区

水道管の漏水など（千歳地区　高大建設付近、水道管漏水（11日21：10復
旧）▶庄内地区　消防屯所付近、水道管漏水（12日未明復旧）▶泊地区　配
水場加圧ポンプの一時停止（13日10：00頃復旧）▶豊原地区の一部で、断水

（14日20：00復旧）▶豊原・睦栄地区で、漏水による断水（14日20：00復旧））
村内全域 加入電話一時不通（12 日 11：13 ～ 13 日 14：20　村内全域復旧）
村内全域 停電（11 日 14：48 ～ 13 日 10：10、村内全域復旧）

三沢・八戸地区（漁船：泊地
区住民所有）

三沢漁港停泊漁船　１隻流出（不明）▶八戸漁港停泊漁船　１隻大破
（12日確認）、２隻流出（13日および14日海上で発見）、１隻損傷▶八戸

ドック　漁連ドック　１隻横転／角清造船　１隻転覆

地震直後の白糠（泊地区）漁港（通称：間ノ口）の海面の変化。㊤ふだんは見えない岩肌が露出。「ゴーッ」
という音とともに潮が引き、㊦間もなく津波が押し寄せた。この後津波はさらに高くなったという

こ
の
た
び
の
震
災
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
を
始
め
、
こ
の
災
害
に
よ
っ
て
被
災
さ
れ
た
す
べ
て
の
方
々
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東日本大震災による六ヶ所村の被害状況

艶やかな踊りで観客を魅了
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村
の
主
な
被
害
は
、
漁
船

の
流
失
や
水
道
管
損
傷
な
ど

で
す
。

　

泊
地
区
で
は
、
津
波
警
報

発
表
を
受
け
、
漁
船
が
沖
へ

避
難
。
大
き
な
被
害
は
免
れ

ま
し
た
が
、
村
内
の
沿
岸
地

区
で
は
、
停
泊
中
の
漁
船
な

ど
の
流
失
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
三
沢
や
八
戸
に

停
泊
し
て
い
た
村
民
所
有
の

漁
船
の
流
失
、
転
覆
な
ど
の

大
き
な
被
害
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
地
区
で
水
道
管

の
損
傷
に
よ
る
漏
水
や
断
水

が
起
こ
り
ま
し
た
。
停
電
の

影
響
も
あ
り
、
復
旧
作
業
は

難
航
。
し
か
し
、
水
道
事
業

関
係
者
の
尽
力
に
よ
り
、
14

日
20
時
ま
で
に
は
村
内
全
世

帯
の
上
下
水
道
が
復
旧
し
ま

し
た
。

　

酪
農
業
で
は
、
停
電
に
よ

り
一
時
搾
乳
機
が
使
用
で
き

ず
、
発
電
機
で
対
応
。
搾
乳

は
で
き
た
も
の
の
、
ガ
ソ
リ

ン
不
足
に
よ
り
運
搬
で
き
な

い
、原
乳
の
出
荷
先
（
宮
城
）

被
災
に
よ
る
受
け
入
れ
不
能

に
よ
り
原
乳
を
廃
棄
せ
ざ
る

を
得
な
い
な
ど
の
二
次
被
害

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
10
カ
所
の
避
難
所

に
は
、
一
時
最
多
で
住
民

１
２
５
６
人
が
避
難
し
ま
し

た
。

　

地
震
直
後
の
停
電
に
加

え
、
余
震
が
頻
発
。
避
難
所

で
は
多
く
の
住
民
が
不
安
な

夜
を
過
ご
し
ま
し
た
が
、
い

く
つ
か
の
避
難
所
で
は
、
自

治
会
が
炊
き
出
し
を
し
た

り
、
住
民
が
発
電
機
を
持
ち

込
ん
で
暖
房
や
電
気
を
供

給
。
避
難
所
と
な
っ
た
学
校

で
は
、
避
難
車
両
の
駐
車
場

整
理
に
教
職
員
た
ち
が
協
力

す
る
な
ど
、
避
難
し
た
人
た

ち
が
自
発
的
に
行
動
し
支
え

合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
津
波
警
報
は

12
日
20
時
33
分
に
津
波
警
報

へ
、
13
日
７
時
30
分
に
は
注

意
報
に
切
り
替
え
ら
れ
た
こ

と
を
受
け
、
村
は
災
害
対
策

本
部
会
議
を
開
き
、
避
難
指

示
を
解
除
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
地
震
対
応
の
問
題

点
を
今
後
に
生
か
そ
う
と
、

村
は
４
月
15
日
に
検
討
会
を

開
催
、
避
難
所
運
営
や
停
電

時
の
対
応
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
点
を
話
し
合
い
ま
し

た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
改

善
を
図
っ
て
い
く
予
定
で

す
。

　

被
災
地
へ
の
支
援
と
し

て
、
日
本
赤
十
字
社
六
ヶ
所

分
区
は
３
月
14
日
、
義
援
金

の
受
け
付
け
を
開
始
。
個

人
・
団
体
な
ど
か
ら
た
く
さ

ん
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

村
は
、
県
内
の
被
災
地
で

あ
る
三
沢
市
・
お
い
ら
せ
町
・

八
戸
市
に
合
計
２
５
０
万
円

を
、
村
と
同
じ
全
国
原
子
力

発
電
所
所
在
市
町
村
協
議
会

会
員
で
被
災
地
の
宮
城
県
女

川
町
、
福
島
県
大
熊
町
・
双

葉
町
の
３
町
と
日
赤
六
ヶ
所

支
部
へ
義
援
金
を
そ
れ
ぞ
れ

50
万
円
ず
つ
お
く
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
村
民
が
大
船
渡
市

や
野
田
村
な
ど
の
被
災
地
に

出
向
い
て
の
炊
き
出
し
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
、
支
援
物
資
を

お
く
る
な
ど
、
住
民
レ
ベ
ル

の
支
援
の
輪
も
広
が
っ
て
い

ま
す
。

〈
日
本
赤
十
字
社
六
ヶ
所
村
分

区
義
援
金
受
け
付
け
分
（
３

月
14
日
～
４
月
12
日
）
受
付

日
順
：
敬
称
略
〉

合
計
４
２
２
万
４
７
９
円

▼
有
限
会
社
十
文
字
林
業
10
万
円
▼

六
ヶ
所
村
建
設
業
協
会
30
万
円
▼

む
つ
小
川
原
石
油
備
蓄
株
式
会
社

１
０
０
万
円
▼
む
つ
小
川
原
石
油
備

蓄
株
式
会
社
従
業
員
一
同
17
万
６
千

円
▼
戸
鎖
自
治
会
３
万
円
▼
戸
鎖
自

治
会
役
員
一
同
２
万
円
▼
戸
鎖
前
田

水
利
組
合
１
万
円
▼
六
ヶ
所
村
旅
客

自
動
車
運
送
事
業
協
同
組
合
20
万
円

▼
千
歳
平
第
１
納
税
組
合
30
万
円
▼

六
ヶ
所
村
立
倉
内
小
学
校
職
員
・
児

童
・
保
護
者
一
同
６
万
５
，７
４
３

円
▼
株
式
会
社
岡
山
建
設
安
全
推
進

協
議
会
30
万
円
▼
六
ヶ
所
村
立
泊
小

学
校
４
万
２
千
円
▼
二
又
地
区
交
通

安
全
母
の
会
５
千
円
▼
六
ヶ
所
村
商

工
会
30
万
円
▼
田
村
モ
ー
タ
ー
ス
株

式
会
社
10
万
円
▼
美
洲
会
・
美
洲
会

後
援
会
９
万
１
，７
３
６
円
▼
有
限

会
社
総
合
衣
料
工
藤
50
万
円
▼
匿
名

希
望
50
万
円
▼
二
又
風
力
開
発
株
式

会
社
社
員
一
同
３
万
円
▼
六
原
自
治

会
３
万
円
▼
六
原
納
税
組
合
２
万
円

▼
株
式
会
社
小
林
商
工
10
万
円

　

義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を

通
じ
て
被
災
者
の
皆
さ
ま
へ
と
届

け
ら
れ
ま
す
。
日
赤
六
ヶ
所
村
分

区
は
引
き
続
き
、
個
人
お
よ
び
各

種
団
体
か
ら
の
義
援
金
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
温
か
い

ご
支
援
、
ご
協
力
を
今
後
と
も
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
１
４
９

1_ 避難所となった第一中学校体育館。村内では 10
カ所の避難所に一時 1,256 人が避難。いくつかの避
難所では、住民が食料などを持ち寄ったり、炊き出
しをするなど、協力し合う姿が見られた（12 日）
2_ 村原子力対策課で、停電や断水についての対応を
話し合う職員たち（12 日）　3_ 津波により壊れた高
瀬川河口にかかる橋　4_ 津波で橋げたの法

のりめん

面が崩
れ、折れた地域情報基盤の電柱（鷹架橋）

人
的
被
害
な
し

物
的
被
害
多
数

大船渡市でバラ焼きドックを炊き出し

　六ヶ所村商工会青年部有志 7 人は、三沢市、六戸
町の商工会青年部有志と共に、4 月 3 日、大船渡市
の大船渡中学校でバラ焼きドックの炊き出しを行い
ました。

〈以下、炊き出しに
参加した附田角栄さ
ん、橋本竜さんの話〉
　有志で炊き出し
をしようと決めて
からは、支度金や
食材を集める、車
両の手配するなど、
それぞれが役割分担をして協力し合い、村内企業な
どからもたくさんの支援をいただきました *。
　当日は、準備を終えて 10 時ごろからバラ焼きドッ
ク 1000 食と焼きそば 200 食を提供。三沢市のメン
バーは航空科学館から提供された紙飛行機を避難所
の子どもにプレゼントし、一緒に遊んだりしました。
　帰るときに避難所であいさつをしましたが、「よく
来てくれた」、「このことは忘れません」と感謝され、
とてもうれしかったです。
　ある被災者の男性は「いつまでも落ち込んでばか
りじゃいられない」と前向きに話していました。
　復興の主役は、被災者の皆さんです。彼らが立ち
上がろうとする、やる気を出させる支援がこれから
も必要だと感じました。
　避難所には救援物資はたくさんあったものの、ボ
ランティアの人たちが足りないような感じを受けま
した。炊き出しはもちろんのこと、避難所運営やガ
レキの撤去などさまざまなボランティアの形があり
ます。
　何ができるか考えるだけではなく、行動をおこす。
私たちは、これからも継続して、何らかの支援を続
けていきたいと思います。

　国際核融合エネルギーセンターの研究者、ムケ
シュ・シンガラさん、京都インターナショナルスクー
ル青森キャンパス（KISAC）の教師、ホワイト・マー
クさん、ドワイヤー・クレイグさんは、三沢市でイ
ンド料理レストランを経営するラワットさんたちと
共に、3 月 26 日、野田村、久慈市でインドカレーの
炊き出しを行いました。

〈以下、マークさんと
クレイグさんの話〉
　野田村に着くと
同時に目に飛び込
んできたのは、ガ
レキの山でした。
テレビでは見てい
たものの、目の前
にある惨状に言葉を失いました。
　気を取り直して、炊き出しの準備にとりかかりま
した。現地でふるまったのは、ラワットさんが前日
から準備した本格的なインドカレー。彼や仲間と共
に現地で焼いたナンを添えて、避難所の皆さんに配
りました。とても忙しかったですが、皆さんが話し
かけてくれて、楽しく作業をすることができました。
　避難所では、野田村の村長や役場職員はもちろん
のこと、被災者の皆さんがとてもよく働いていまし
た。みんなくじけず、前向きに助け合っている姿が
とても印象的でした。
　今回の炊き出しは、関わった仲間たちの知り合い
や、ラワットさんの母国であるインドの友人など多
くの人たちから支援を受けてできたもの。被災地の
ために何かしたいと賛同したみんなの力によるもの
です。
　今後も支援物資を集めたり、資金が集まったらま
た現地で炊き出しをするなど、必要とされる援助活
動を続けていきたいと思います。

１

3

2

4

10
カ
所
の
避
難
所
に

１
２
５
６
人
が
避
難

「
被
災
地
へ
届
け
」

広
が
る
支
援
の
輪

東日本大震災、被害状況報告 。

KISAC のホームページ（http://kisaomori.worpress.com/）では、炊き出しの
様子を紹介しています。また、支援物資受付などの情報も掲載しています

野田村でインドカレーを炊き出し

炊き出しの準備をするマークさんたち

避難所の皆さんを激励する有志たち

* 支援企業など…㈲平沼燃料▶㈱東部環境建設▶六ヶ所エンジニアリング
㈱▶総合衣料工藤▶木村酒店▶六ヶ所村商工会青年部▶六ヶ所村商工会

■泊中学校　発電機借り受け▶相内電気▶
太陽管工▶晴和工業、おにぎり提供▶秋月
堂▶魚政
■泊小学校　ホッカイロ提供▶種市銘木店
■かけはし寮　炊き出し協力▶出戸自治会
■中央公民館　炊き出し協力▶沖之石旅館
▶食生活改善推進員会２人

■文化交流プラザ「スワニー」　トイレと
水の使用▶原子力防災研究プラザビル〈オ
フサイトセンター〉
■平沼農協・第二中学校　炊き出し協力▶
平沼自治会、毛布、ろうそくの提供▶平安寺
■倉内集会所　発電機借り受け▶高村高雄
さん▶小泉鉄工、炊き出し協力▶倉内自治会

■その他
おにぎり、豚汁提供▶㈲菅沼商店〈横浜町〉
ダイナモラジオライト、ホッカイロ提供▶
東北電力㈱（ダイナモラジオライト、ホッカイロ）

* 福祉課把握分。以上のほか、多くの人たちか
らさまざまな協力をいただきました。

避難所運営協力者の皆さん（3 月 11 日～ 13 日）避難所別：敬称略

②津波警報のサイレン音 サイレン（5 秒） 休止（6 秒） サイレン（5 秒） 休止（6 秒）
× 2 回

防災行政用無線
①大津波警報のサイレン音 サイレン（３秒） 休止（2 秒） サイレン（３秒） 休止（2 秒） サイレン（３秒）

× 3 回
休止（2 秒）サイレンが

鳴ったら、

速やかに

避難を！
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平成 23 年度の
各所属別の職員配置と

新採用職員のメッセージを
紹介します。

村　長　　古川　健治

副村長　　戸田　　衛

教育長　　松尾　拓爾

平成 23 年度

六ヶ所村職員配置表

（４月１日現在）
部

門

名

理　事 所　属 総括課長級 課長級 総括　　　
課長補佐級 課長補佐級 主幹級 係長級 総括主査級 主査級 主事級 技能・　

労務職員
任期付職員
再任用職員

総

務

部

門

橋本　晋

総務課 髙橋淳悦 福岡　剛 橋本千秋
中岫賢悟
橋本晃光
市川秀和

柴崎雅子
髙山侑樹

高梨奈々子

（新採用）
髙田憂里杏

秋戸佐知子
佐藤利恵子（任）久保直子

財政課 相内　豊 木村英裕 髙田とめ 佐藤純一 塩谷沙絵子
小泉　和 （任）髙田あゆみ

税務課 小泉幹雄 宮守加津雄 沼尾槇子
豊作和夫 村畑貞子 木村幸男 田中　敦 （新採用）

駒形幸子 （任）小松夏希

国際交流課 中村豊彦 野坂純子 （任）最上亜希子

泊支所 平浜公男 林下智子 （任）田中瑠美子

平沼支所 佐々木久雄 （再）佐々木三千代
（任）吉田ひとみ

平沼地区学
習等供用セ

ンター

（兼務）
佐々木久雄

企

画

・

防

災

部

門

寺下和光

企画調整課 鈴木洋光 野坂聖博
戸田幸光 川畑　一 葛西尚人 佐々木真也 工藤邦洋 髙山仁美

尾ヶ瀬順 （任）橋本孝子

原子力対
策課 中嶋　勉 田中　諭 林下寿志 番地一也 能登絵里香

髙木裕喜

情報政策課 川畑和光 髙橋秀樹
円子郁海 曽野部正博 （新採用）

三戸宏峰 （任）須藤綾子

国際教育研
修センター 秋戸文子 （任）馬場奈穂美

産

業

・

建

設

部

門

田村俊之

農林水産課 類家敏博 佐藤照光 吉田　貢 赤石雄樹 佐々木直人 葛西美紀 樋口秀吉

建設課 佐々木昭光 黒田　徹 木村雅勝 杉山俊幸 橋本雅之
織笠拓也

上野舞子
中村隆志 浜飯益人 （任）諏訪内るみ子

商工観光課 沼辺正剛 木村和子
吉岡主悦 赤石良悦

●総務部門、企画・防災部門、産業・建設部門

部

門

名

理　事 所　属 総括課長級 課長級 総括　　　
課長補佐級 課長補佐級 主幹級 係長級 総括主査級 主査級 主事級 技能・　

労務職員
任期付職員
再任用職員

福

祉

部

門

木村豊治

福祉課

中村嘉悦
千島久美子
尾ヶ瀬一成
中村由紀子

田中義孝
高村博行

大羽澤由紀子
髙田成子 佐々木純音 中村千恵美

新山一也
（任）林るり子
（任）浅野逸美

地域包括支
援センター
室

医療職（3）

三上江理子 髙橋かおる室長（主幹
保健師級）
小川良子

健康課

福士有一 相内綾子

佐藤　広

吉岡トモ子 橋本奈央 野田奈津子

（任）辻浦由香
（任）赤石久美子健康づくり

対策室

室長
（兼務）

米田喜與志

医療職（3） 医療職（3）

（総括主任
保健師）
米川美奈子
佐々木恵理子

（主任保健
師）
大澗静江
久保淳子

住民課 村井　論 鳥谷部幸子
髙橋総司 橋本智恵美

泊保育所 （所長）
橋本　薫

（主任保育士
事務取扱）
村井良子

高田奈穂
大関貞子
宮古照子
及川悠子
赤石直子

久保綾子 （任）平濱智香子
（任）高梨悠香

泊第二保育所 （所長）
鈴木由美子

（主任保育士
事務取扱）
佐藤諒子
山谷美智子
祐川里美
中村祐子
水戸真紀子

上野淳子 （任）目代久子

尾駮保育所 （所長）
橋本美子

（主任保育士
事務取扱）
三戸富貴
小泉真知子
中村由紀子
滝口玲子
田村鈴子
木村あさ子
中村智子

米内文子

（再）舘　京子
（任）阿部さおり
（任）鳥谷部和恵
（任）小林和子
（任）村山歩美
（任）白山静湖
（任）木村幸子

平沼保育所

（所長）
米内山ヨシ子

（主任保育士
事務取扱）
佐藤郁子

橋本久子
坂本ひろみ
和田伊沙子
下田恵美子

橋本百合子

（再）吉田きよゑ
（任）田中加鶴子
（任）附田　香
（任）石久保縁

千歳平保育所

（所長）
安藤志津子

（主任保育士
事務取扱）
橋本洋子

村松由美子
上長根敬子
松尾郁子
高村みな子
石久保裕子

久保ちさ子

（再）橋本真津子
（任）高橋順子
（任）織笠千鶴子
（任）橋本彩乃

一般廃棄物
最終処分場

（兼務）
中村嘉悦

保健相談
センター

（兼務）
福士有一

●福祉部門

平成 23 年度六ヶ所村職員配置表
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部

門

名

理　事 所　属 総括課長級 課長級 総括　　　
課長補佐級 課長補佐級 主幹級 係長級 総括主査級 主査級 主事級 技能・　

労務職員
任期付職員
再任用職員

福

祉

部

門

木村豊治

尾駮診療所

酒井耕二 中村千恵 高田千恵美 髙田晃一

医　　療　　職

所　長 医　長 薬剤長
技師長

総括
薬剤師・技師

主任
薬剤師・技師

薬剤師　　
歯科衛生士 看護師長 総括主任

看護師級
主任

看護師級 看護師級 任期付職員
再任用職員

松岡史彦
（委託職員）

中美俊大

武田　　
（県派遣職員）

小林　只
（委託職員）

髙橋　毅
（臨床検査）

長井隆之
（診療放射線）

豊作良子
（歯科）

亀田静香
（歯科）

沼尾聡美
（薬剤師）

（正看）
吉田京子

（正看）
中村富士子
米田末子
田端文子

（准看）
立花恵子

（正看）
川畑奈穂美

（兼務）
木村　幸

橋本牧子
野上春香

（准看）
上野よの子
長根直子
橋本友子
高橋小百合

（再）清水田裕子

（任）沼尾加奈子
（任）寺下聡子
（任）能登佳子
（任）大坂祐貴美
（任）小笠原京美
（任）小泉とも子
（任）髙橋友子

千歳平診療所

米田喜與志

（正看）
木村　幸

（兼務）
橋本牧子

（再）土田秀子
（任）本川佳奈子
（任）園元春香

総括課長級 課長級 総括　　　
課長補佐級 課長補佐級 主幹級 係長級 総括主査級 主査級 主事級 技能・　

労務職員
任期付職員
再任用職員

福岡英雄

泊診療所
（兼務）

福士有一

（会計管理者）

小泉靖博
出納室 橋本　操 秋田雅子 豊川沙織

公

営

企

業

部

門

橋本京三

上下水道課 大関博英
米田寿宏
高村健一

沼尾光幸
高村博文
橋本洋光
寺沢秀哉

赤石里美
戸田史也

千歳平汚水
処理場

（兼務）
大関博英

（兼務）
寺沢秀哉

（兼務）
（再）秋戸　薫
（任）小泉厚子

北部浄化セ
ンター

（兼務）
大関博英

（兼務）
寺沢秀哉

（兼務）
（再）秋戸　薫

中部浄化セ
ンター

（兼務）
大関博英

（兼務）
寺沢秀哉

（再）秋戸　薫
（任）橋本久祐

南部浄化セ
ンター

（兼務）
大関博英

（兼務）
寺沢秀哉

（兼務）
（再）秋戸　薫

戸 鎖 地 区 農
業 集 落 排 水
処理場

（兼務）
大関博英

（兼務）
寺沢秀哉

（兼務）
（再）秋戸　薫

議会事務局 小林信哉 種市　誠 （任）秋戸歩美

監査委員事務局
（併任）

小林信哉
（併任）

種市　誠

選挙管理委員会事務局
（併任）

村井　論

（併任）
鳥谷部幸子

（併任）
髙橋総司

（併任）
橋本智恵美

農業委員会事務局 相内重男 斎藤　隆 吉岡忠也

●福祉部門、出納室、公営企業部門、各行政委員会
部

門

名

理　事 所　属 課長級 総括　　　
課長補佐級 課長補佐級 主幹級 係長級 総括主査級 主査級 主事級 技能・　

労務職員
任期付職員
再任用職員

教

育

委

員

会

（教育次長）

内山幸治

学務課

田中幸雄 古泊　崇 駒形恭子 （新採用）
赤石瑞樹

斎藤　誠 （任）和田まり

医療職（1）

学校医
（併任）

米田喜與志

社会教育課 橋本和夫 沼尾勝則

（兼務）
橋本大策

橋本勝夫

髙田勇貴 （任）髙田真澄
（任）及川一馬

教育政策室
教育職 教育職

田中寿一
（室長事務取扱）

内山幸治
（次長）

奈良岡臣哉

給食センター 佐々木栄子

中央公民館 （兼務）
橋本和夫

（兼務）
沼尾勝則

橋本大策

（兼務）
橋本勝夫

（兼務）
髙田勇貴

泊地区ふれあ
いセンター 藤林裕子 橋本愛子

村畑祐子

千歳平地区公
民館 相内定栄 （任）沼山紀子

郷土館 平浜雅信 佐藤ゆかり

村民図書館 （館長）
中道洋子

（任）中岫由里子
（任）貝塚真登花
（任）佐藤郁子

ふれあい笹原
館

（兼務）
相内定栄 （任）桜井三味子

二又夢はぐ館 （兼務）
相内定栄 （任）川畑光廣

泊小学校
教育職 （再）坂井悦子

（任）平浜希美（教諭）佐藤　綾香（任期付新採用）

尾駮小学校 （任）円子智子

平沼小学校
教育職

（任）橋本ツタ子
（教諭）小比類巻友祐（任期付新採用）

倉内小学校 （任）木村秀子

千歳平小学校 （任）佐藤洋子

泊中学校
教育職

日野　誠
（教諭）佐藤　清華

第一中学校
教育職

（教諭）村元友香子（任期付新採用）

第二中学校 （任）小泉直子

千歳中学校
教育職

（任）小泉高子
（教諭）鳥谷部千尋

室ノ久保地区
学習等供用セ
ンター西地区
講堂棟

（兼務）
相内定栄

中志地区学習
等 供 用 セ ン
ター

（兼務）
相内定栄

六ヶ所村農業総合公社 佐々木文弥

青森県 柴崎淳也

大韓民国江原道襄陽郡 藤谷　亨

青森県後期高齢者医療広域連合 橋本隆博

●教育委員会、派遣職員

平成 23 年度六ヶ所村職員配置表平成 23 年度六ヶ所村職員配置表
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六 ヶ 所 人 の ス タ イ ル 通 信

　

４
月
６
日
、
野
辺
地
警
察
署
か
ら

野
辺
地
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委

員
に
委
嘱
さ
れ
た
小
綿
吉
男
さ
ん
と

相
内
栄
三
郎
さ
ん
。小
綿
さ
ん
は
再
任
、

相
内
さ
ん
は
初
め
て
の
委
嘱
と
な
る
。

　

本
年
度
か
ら
２
カ
年
、
同
地
域
の

交
通
モ
ラ
ル
の
向
上
や
、
交
通
安
全

の
理
解
を
深
め
る
諸
活
動
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
く
。

　
「
い
ま
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、
交
通

安
全
の
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

く
」
と
静
か
に
力
強
く
話
す
小
綿
さ

自
分
の
命
、
自
分
で
守
る
。
強
い
意
識
が
事
故
減
ら
す

小 綿 吉 男 さ
ん

●こわた・よしお
六ヶ所村六原地区
（倉内字芋ケ崎）在
住。六ヶ所村交通指
導隊長。酪農家
●あいない・えいざ
ぶろう
六ヶ所村新城平地区
（倉内字切揚場）在
住。六ヶ所村交通指
導隊副隊長。㈱千
葉春六ヶ所事務所長

ん
。
相
内
さ
ん
は
「
地
域
の
敬
老
会

と
か
、
住
民
と
ふ
れ
あ
う
イ
ベ
ン
ト

の
場
を
利
用
し
て
、
交
通
安
全
を
呼

び
掛
け
て
い
き
た
い
」と
意
欲
的
だ
。

　

野
辺
地
警
察
署
の
吉
田
稔
交
通
課

長
は
「
２
人
に
は
六
ヶ
所
村
交
通
指

導
隊
員
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
交
通

安
全
の
啓
発
な
ど
に
大
き
な
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
相
内
さ
ん
に
は

新
た
に
推
進
員
と
し
て
新
た
な
観
点

で
の
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

さ
ら
な
る
期
待
を
込
め
る
。

　

小
綿
さ
ん
は
昭
和
55
年
に
六
ヶ
所

村
交
通
指
導
隊
に
入
隊
し
、
現
在
は

隊
長
。
相
内
さ
ん
は
63
年
に
入
隊
し

現
在
は
副
隊
長
を
務
め
る
。

　

長
年
に
わ
た
り
、
年
４
回
行
わ
れ

る
交
通
安
全
運
動
で
の
街
頭
指
導
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
交
通
整
理
な
ど
の

業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
２
人
。
活
動

は
交
通
安
全
の
啓
発
だ
け
で
な
く
、

道
路
の
危
険
個
所
な
ど
を
調
査
し
、

改
善
へ
の
進
言
も
行
っ
て
い
る
。

　
「
道
路
の
形
状
や
幅
員
に
問
題
は

な
い
か
常
に
チ
ェ
ッ
ク
。
一
般
の
人

よ
り
は
目
利
き
が
で
き
る
立
場
で
い

よ
う
と
肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
。
い
つ

も
通
っ
て
い
る
道
路
も
時
間
帯
や
季

節
に
よ
っ
て
状
況
が
変
化
し
ま
す
。

２
月
に
村
内
で
起
き
た
死
亡
事
故
も

路
面
状
況
が
把
握
で
き
ず
起
き
て
し

ま
っ
た
も
の
。
危
険
個
所
を
詳
細
に

周
知
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
」
と
相

内
さ
ん
。
危
険
予
知
能
力
、
学
習
能

力
、
復
習
能
力
。
こ
の
３
つ
が
や
は

り
大
事
と
力
を
込
め
る
。

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
５
月

11
日
～
20
日
に
実
施
さ
れ
る
。

　
「
村
は
、
村
内
企
業
の
協
力
も
あ

り
、
交
通
安
全
に
対
す
る
心
が
け
も

よ
く
、
事
故
も
少
な
い
ほ
う
。
そ
の

中
で
も
一
件
で
も
事
故
が
な
く
な
る

よ
う
、
活
動
し
て
い
く
の
み
で
す
。

事
が
起
き
て
か
ら
だ
と
遅
い
、
起
き

る
前
に
何
を
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
か

を
考
え
る
。
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
、
地
域
の
命
は
地
域
で
守
る
と
い

う
意
識
が
必
要
で
す
ね
」。

　

２
人
は
そ
う
言
っ
て
、
表
情
を
キ

リ
リ
と
引
き
締
め
た
。

PROFILE

六ヶ所村の人たちを交通事故から守る―。
使命感胸に、長年の経験による視点生かす

三浦年明野辺地警察署長から推
進員の辞令を受ける２人。交通
安全推進活動のエキスパートと
して、活動に期待がかかる

相内栄三郎 さ
ん

小綿さん（左）と相内さん（右）

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合

所　　属
消防監 消防司令長 消防司令 消防司令補 消防士長 消防副士長 消防士

理事級 総括課長級 課長級 総括課長補佐級 課長補佐級 主幹級 係長級 総括主査級 主査級 主事級 主事級

六ヶ所消防署

（署長）
佐々木進

吹越　司
佐々木節男
阿部哲三
石久保国光
中村和夫

鷹架幸美
赤石秀幸
水戸哲也

福岡幸男
古泊道行
上野多輝男
加藤秀樹
藤ヶ森直仁
戸田真也
磯田利弘
三浦和弘

中岫健一
水戸芳広
古川　崇
川村　仁
佐藤　貢
林　寿光
鷹架明生

中村　哲
中村秀幸
小泉　優
小泉光生
佐藤輝樹
山崎輝樹
桜井直樹
髙田　刃
福岡政則
沼端　聡

下舌勇輝

（新採用）
木村智貴

（副署長）
橋本龍司

（副署長）
佐藤憲彦

北分署

（分署長）
下田　登 丹波三夫

上野敏行
三角久仁夫

上野昭二
中村英樹
堀野寛明
木村政樹
上野修二

藤村　剛

村畑一峰
赤石隆太
古川一洋
中村　徹田野　嵩

南分署
（分署長）

小泉政和
上野忠志

橋本昭彦
髙橋俊一

佐藤　渉
佐藤隆俊
木村克巳
櫻井秀企
中村貴幸

高村和幸
米内孝行
古川一夫
安藤新也

駒形弘輝
目代英輝

村民の皆さんの生活を支える
職に就かせていただき、身の
引き締まる思いです。仕事は
丁寧に、正確に、を目標にこ
れから励んでいきたいです。
よろしくお願いします。

総務 部門
税務 課　主事

駒形幸
さ ち こ

子

新採用職員紹介

●北部上北広域事務組合（消防）

私は六ヶ所村に生まれ育ちま
した。これから村と村民の皆
さんのために頑張って働きた
いと思います。まだまだ不慣
れな事もありますが、どうぞ
よろしくお願いいたします。

総務 部門
　総務 課　主事

髙田憂
ゆ り あ

里杏

六ヶ所村の教育に微力ながら
携わるチャンスをいただけた
ことに感謝し、子供たちとと
もに経験から学び自身も成長
できたらと思っています。

第一中学 校
教 諭

村元友
ゆ か こ

香子
平沼小で、元気いっぱいの子ども
たちと向き合えることを「楽しみ」
に。授業や研修などを通じ自分の
レベルアップができることを「愉

たの

しみ」に。この２つの「たのしみ」
が増えるように頑張ります。

平沼小 学 校
教 諭

小比類巻友
ゆうすけ

祐
尾駮小、第一中を卒業した頃
には、教員として村に戻って
くるとは思いもしませんでし
た。自分を育ててくれた村の
教育に恩返しができるように
一生懸命頑張ります。

泊小 学 校
教 諭

佐藤綾
あ や か

香

北部上北 広域事務 組合
六ヶ所 消防署 消防士

木村智
と も き

貴
村民の皆さんのために常に努
力することを忘れず、職務を
全うできるよう勉強や訓練を
頑張ります。

教育委員会
　学務 課　主事

赤石瑞
み ず き

樹
私たちの故郷である六ヶ所村の
躍進発展と協和の実現のため、
村民の皆さんと力を合わせ、一
緒になって努力していきたいと
思います。ご指導のほど、よろ
しくお願いいたします。

企画・防災部門
　情 報政 策 課　主事

三戸宏
ひろたか

峰
日々向上心をもちながら公務
に励み、地域の皆さんの役に
立てるように一生懸命頑張り
たいと思いますので、よろし
くお願いします。

平成 23 年度六ヶ所村職員配置表



14Rokkasho●2011-515 Rokkasho●2011-5

2 . 受 験 資 格
　地方公務員法第 16 条各号のいずれにも該当せず、かつ、
以下の要件を満たす人
1上級試験
○行　政

［学歴］学校教育法による大学（短期大学を除く。以下（大学）
という。）を卒業または平成 24 年 3 月 31 日までに大学を卒
業する見込みの人で、活字印刷文による出題に対応できる人

［年齢］昭和 61 年 4 月 2 日（25 歳）から平成 2 年 4 月 1 日（21
歳）までに生まれた人

2中級試験
○保健師

［資格］保健師資格を有する人または平成 24 年 3 月 31 日ま
でに当該資格取得見込みの人

［年齢］昭和 61 年 4 月 2 日（25 歳）から平成 2 年 4 月 1 日（21
歳）までに生まれた人

3初級試験　
○一　般

［学歴］学校教育法による高等学校を卒業または平成 24 年
3 月 31 日までに高等学校を卒業する見込みの人で、活字印
刷文による出題に対応できる人（大学卒業および卒業見込
みの人を除く。）

［年齢］平成 3 年 4 月 2 日（20 歳）から平成 6 年 4 月１日（18
歳）までに生まれた人

○消　防
［学歴］学校教育法による高等学校を卒業または平成 24 年

3 月 31日までに高等学校を卒業する見込みの人で、活字印
刷文による出題に対応できる人（大学卒業および卒業見込
みの人を除く。）

［年齢等］昭和 61年 4 月 2日 （25 歳）から平成 6 年 4 月1日（18
歳）までに生まれた人で消防職員として職務遂行に必要な
体力および健康を有する人

［その他の要件］　
・普通自動車運転免許取得者（採用時までに取得見込みの
人を含む。）
・身長　おおむね 160cm 以上
・体重　おおむね 50kg 以上

1. 試 験区分・職 種・採 用予定 人 員と職 務内容
試験区分 職種 採用予定人員 職務の内容

上級試験 行政 4 人程度 一般行政事務

中級試験 保健師 1 人程度 専門的技術業務

初級試験
一般 1 人程度 一般行政事務

消防 １人程度 一部事務組合派遣の
消防業務

３．試 験の時 期、場所と合 格発 表 ＊一次試験日以外は予定

試験区分 試　験 試験日
場　所 合格発表

試験地 会　場 発表日 発表方法

上級行政
一次試験 7月24日日 青森市 未定 8 月下旬

書面で通知します

二次試験 11月上旬 六ヶ所村 中央公民館 11 月下旬

中級試験
一次試験 9月18日日 青森市 未定 10 月中旬
二次試験 11月上旬 六ヶ所村 中央公民館 11 月下旬

初級一般・消防
一次試験 9月18日日 青森市 未定 10 月中旬
二次試験 11月上旬 六ヶ所村 中央公民館 11 月下旬

平成 23 年度

六ヶ所村職員採用試験案内

（１）上級試験（行政）
試　験 方　法 内　容

一次試験

教養試験 社会、人文および自然に関する一般知識ならびに文章理解、判断推理、数的推理および資料解釈に関す
る一般知能について、五肢択一式による筆記試験を行います。（40題、2時間）

専門試験 政治学、行政学、憲法、行政法、民法、刑法、労働法、経済学、財政学、社会政策および国際関係について、
五肢択一式による筆記試験を行います。（40題、2時間）

職場適応性検査 職場への適応性を職務や対人関係に関連する性格の面からみます。（120題、30分）

クレぺリン検査 気持ちや動作の働きぶりの傾向を検査します。（50分）

二次試験
作文試験 文章による表現力、課題に対する理解力その他の能力についての記述試験を行います。

面接試験 主に人物について、面接試験を行います。

（3）初級試験（一般・消防）
試　験 方　法 内　容

一次試験

教養試験 　社会、人文および自然に関する一般知識ならびに文章理解、判断推理、数的推理および資料解釈に関
する一般知能について、五肢択一式による筆記試験を行います。（40題、2時間）

適正試験 「一般」は正確さ、迅速さなどの事務職員としての適応性を検査する「事務適性検査（100題、10分）」を、
「消防」は消防職員としての適応性を性格的な面からみる「消防適性検査（120題、25分）」を実施します。

クレぺリン検査 気持ちや動作の働きぶりの傾向を検査します。（50分）

二次試験
作文試験 文章による表現力、課題に対する理解力その他の能力についての記述試験を行います。

面接試験 主に人物について、面接試験を行います。

（２）中級試験（保健師）
試　験 方　法 内　容

一次試験

教養試験 社会、人文および自然に関する一般知識ならびに文章理解、判断推理、数的推理および資料解釈に関す
る一般知能について、五肢択一式による筆記試験を行います。（40題、2時間）

専門試験 地域看護学、疫学・保健統計（情報処理含む。）および保健福祉行政論について、五肢択一式による筆記
試験を行います。（30題、1時間30分）

職場適応性検査 職場への適応性を職務や対人関係に関連する性格の面からみます。（120題、30分）
クレぺリン検査 気持ちや動作の働きぶりの傾向を検査します。（50分）

二次試験
作文試験 文章による表現力、課題に対する理解力その他の能力についての記述試験を行います。
面接試験 主に人物について、面接試験を行います。

・視力など　大型自動車運転免許取得の基準に適合すること
・聴力　左右とも正常であること
・採用後、村内に居住が可能な人

３. 試験の時期、場所と合格発表
　下表のとおり

４．試験の方法と内容
　右表のとおり

５．受験申し込み
（１）提出書類

①受験申込書
　用紙は役場総務課にあります。村ホームページ〈http://　
　www.rokkasho.jp/〉からもダウンロードできます。なお、
　郵送での請求は、120 円切手を同封の上、送付先の住所、
　氏名を記入してください。）
②自筆の履歴書（自己の特技、趣味、応募の動機などにつ
　いて記載）
③写真 3 枚（上半身脱帽、たて 4㎝×よこ 3cm）
④卒業証明書または卒業見込み証明書
⑤成績証明書
⑥資格証または免許証の写し
⑦健康診断書（受験申込日以前３カ月以内のもの）

［検査項目 ] ＊労働安全衛生法による雇入れ時の健康診断項目
　○既往歴、業務歴の調査
　○自覚症状、他覚症状の有無の検査
　○身長、体重、視力と聴力の検査
　○胸部エックス線検査
　○血圧の測定、尿中の糖・蛋白の有無の検査　 など

（２）受付期間など
①受付期間
○上級試験　5 月 6 日金～ 6 月 7 日火（ただし、土曜日、日
曜日および休日を除く。）
○中級、初級一般、消防試験　6 月 21 日火～ 7 月 20 日水（た
だし、土曜日、日曜日および休日を除く。）
※郵送は、受付期限までの消印のあるものに限ります。
②受付時間　午前 8 時 30 分～午後 5 時
③申込書類は返却できません。

（３）受験申込書の提出場所
〒 039-3212　青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字野附 475 番地
六ヶ所村役場　総務部門　総務課

６．合格から採用まで
採用者は、最終合格者の中から成績順に決定されます。
採用の時期は、24 年 4 月 1 日（予定）です。

問総務課　☎ 0175（72）2111（内線 222）

４．試 験の方法と内容

キミの熱意が、村のチカラになる。

14Rokkasho●2011-515 Rokkasho●2011-5



16Rokkasho●2011-517 Rokkasho●2011-5

専
門
科
も
仕
事
量
と
医
師
数

と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
ま

す
。
総
合
医
は
医
療
崩
壊
を

食
い
止
め
る
存
在
に
な
れ
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
の
総
合
医
は

外
国
の
総
合
医
と
少
し
違
い

ま
す
。
外
国
の
総
合
医
は
超

音
波
検
査
や
内
視
鏡
ど
こ
ろ

か
、
聴
診
器
と
ペ
ン
ラ
イ
ト

く
ら
い
し
か
持
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

日
本

で
は
都

市
部
の

専
門
科

も
足
り

な
い
の

で
、
総

合
医
は

自
分
た
ち
で
か
な
り
専
門
的

な
医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
の
総
合
医
療
を

実
践
し
て
い
る
六
ヶ
所
村
尾

駮
診
療
所
で
医
師
と
し
て
の

道
を
踏
み
出
せ
る
こ
と
を
と

て
も
光
栄
に
、
ま
た
幸
運
に

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

自
己
紹
介
も
少
し
さ
せ
て
い

武田　　

　交番だより Safety Information 　医療Medical

■
運
動
の
重
点

❶
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

❷
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

❸
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

❹
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

 

・
横
断
歩
道
に
接
近
す
る
際

は
、
そ
の
直
前
で
止
ま
れ
る

速
度
に
減
速
し
、
歩
行
者
の

有
無
を
よ
く
確
認
し
て
進
行

し
ま
し
ょ
う
。

 

・
飲
酒
運
転
は
、
運
転
者
は

も
ち
ろ
ん
、
運
転
者
に
酒
を

飲
ま
せ
た
人
、
車
を
貸
し
た

人
、
同
乗
し
た
人
も
罪
に
問

わ
れ
ま
す
。

 

・
夕
暮
れ
時
の
ラ
イ
ト
早
め

点
灯
で「
見
る
こ
と
」と「
見

せ
る
こ
と
」
を
徹
底
し
、
ま

た
、
対
向
車
や
先
行
車
が
な

い
と
き
は
ラ
イ
ト
を
上
向
き

に
し
て
危
険
の
早
期
発
見
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

 

・
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
を
徹
底
し
、
子

ど
も
を
乗
車
さ
せ
る
際
は
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
な
ど
を

正
し
く
取
り
付
け
て
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

○
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

 

・
道
路
を
横
断
す
る
際
は
、

「
止
ま
る
こ
と
」、「
右
左
を

見
て
安
全
を
確
認
す
る
こ

と
」
を
忘
れ
ず
、
早
朝
・
夕

暮
れ
・
夜
間
に
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
自
分
の
姿
が
見
え
る

よ
う
「
明
る
い
色
の
服
装
」

を
心
が
け
、「
反
射
材
」
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
利
用
の
皆
さ
ん
へ

 

・
法
律
で
は
自
転
車
は
「
車

両
」
で
す
。
信
号
を
守
り
、

一
時
停
止
標
識
の
あ
る
場
所

や
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
は

必
ず
止
ま
っ
て
安
全
確
認
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
、

「
反
射
材
」
を
活
用
す
る
な

ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者

に
対
し
て
目
立
つ
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

 

・
携
帯
電
話
を
使
用
し
な
が

ら
の
運
転
や
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン

な
ど
で
大
音
量
の
音
楽
を
聴

き
な
が
ら
運
転
す
る
こ
と
は

危
険
で
あ
り
、
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

 

・
自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事

故
で
は
、
頭
部
に
重
大
な
怪

我
を
負
う
こ
と
が
多
く
、
法

律
で
は
13
歳
未
満
の
子
ど
も

に
は
保
護
者
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
さ
せ
る
よ
う
に
努
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
大
人
、
高
齢
者
の

方
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す

る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

道
路
交
通
法
で
は
、
自
転

車
は「
軽
車
両
」で
あ
り
、「
く

る
ま
」
の
仲
間
で
、
自
動
車

な
ど
と
同
じ
よ
う
に
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー
ル
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
自
転
車
安
全
運
転
五
則

❶
自
転
車
は
、車
道
が
原
則
、

歩
道
は
例
外

　

自
転
車
は「
軽
車
両
」で
す
。

歩
道
と
車
道
の
区
別
が
あ
る

と
こ
ろ
で
は
車
道
を
通
行
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

例
外
的
に
歩
道
を
通
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
▼
道

路
標
識
等
で
指
定
さ
れ
た
場

合
▼
運
転
者
が
13
歳
未
満
の

子
ど
も
、
70
歳
以
上
の
高
齢

者
な
ど
の
場
合
▼
車
道
ま
た

は
交
通
の
状
況
か
ら
み
て
や

む
を
得
な
い
―
場
合
で
す
。

❷
車
道
は
左
側
を
通
行

　

後
方
か
ら
走
っ
て
く
る
車

に
注
意
し
て
、
車
道
の
左
端

を
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

❸
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、

車
道
寄
り
を
徐
行

　

歩
道
で
は
、
す
ぐ
に
停
止

で
き
る
速
度
で
車
道
寄
り
を

走
行
し
、
歩
行
者
の
通
行
を

妨
げ
る
場
合
は
、
一
時
停
止

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

❹
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

○
自
転
車
も
飲
酒
運
転
は
禁

止○
二
人
乗
り
は
禁
止

　

16
歳
以
上
の
運
転
者
が
６

歳
未
満
の
子
ど
も
を
乗
せ
る

な
ど
の
場
合
を
除
き
原
則
禁

止
で
す
。

○
並
進
は
禁
止

「
並
進
可
」
の
標
識
の
あ
る

場
所
以
外
で
は
並
進
（
横
に

並
ぶ
）
禁
止
で
す
。

○
夜
間
は
ラ
イ
ト
点
灯

　

夜
間
は
前
照
灯
お
よ
び
尾

灯
（
ま
た
は
反
射
器
材
）
を

つ
け
ま
す
。

○
信
号
を
守
る

春の全国交通安全運動
5 月 11 日水～ 20 日金

② 3 月末の村の物件事故発生状況
平成 23 年 22 年 前年比3 月中 累計 累計

37 85 90 -5

① 3 月末の村の人身事故発生状況
平成 23 年 22 年 前年比3 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

1 0 1 6 2 10 5 0 7 +1 +2 +3

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日 　

信
号
を
必
ず
守
り
ま
す
。

○
交
差
点
で
の
一
時
停
止
と

安
全
確
認

　

一
時
停
止
の
標
識
を
守

り
、
停
止
線
ま
た
は
交
差
点

の
直
前
で
一
時
停
止
し
、
安

全
を
確
認
し
て
か
ら
進
行
し

ま
す
。

❺
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用

　

児
童
・
幼
児
の
保
護
者
の

方
は
、
児
童
・
幼
児
に
乗
車

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

自
転
車
利
用
者
も
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
ま

し
ょ
う

プライマリ・ケア なう
尾駮診療所着任のあいさつ

　

医
療
崩
壊
と
い
わ
れ
始
め

て
ず
い
ぶ
ん
時
間
が
経
ち
ま

し
た
。
ど
こ
に
行
っ
て
も
、

誰
に
聞
い
て
も
、
原
因
は
医

師
不
足
と
い
わ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

日
本
で
は
大
学
卒
業
後
、

す
ぐ
に
医
師
免
許
が
手
に
入

り
、
そ
の
免
許
さ
え
あ
れ
ば

あ
ら
ゆ
る
専
門
科
の
医
療
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
初
期
臨
床
研

修
さ
え
終
わ
っ
て
し
ま
え

ば
、何
科
を
標ひ

ょ
う
ぼ
う榜

し
よ
う
と
、

ど
こ
で
診
療
し
よ
う
と
、
そ

の
診
療
内
容
も
自
由
と
な
り

ま
す
。
ま
だ
医
師
に
な
っ
て

３
年
目
な
の
で
、
昔
の
こ
と

は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情

報
技
術
が
進
歩
し
、
新
幹
線

が
青
森
ま
で
全
線
開
通
し
て

い
る
現
在
、
選
択
の
自
由
が

あ
る
と
医
師
の
偏
在
が
生
じ

る
の
は
当
然
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

人
気
の
無
い
科
は
人
材
が

減
り
、
都
市
部
で
も
医
師
が

不
足
し
ま
す
。
都
市
部
か
ら

離
れ
る
と
、
へ
き
地
診
療
の

担
い
手
が
な
く
、
や
は
り
医

師
が
不
足
し
ま
す
。
最
近
は

全
国
の
医
学
部
の
定
員
が
増

え
、
こ
れ
か
ら
免
許
を
取
得

す
る
医
師
が
ま
す
ま
す
増
え

る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
偏
在
が
生
じ
る

原
因
を
改
善
し
な
い
限
り
、

医
師
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

最
近
よ
う
や
く
地
域
医
療

を
担
っ
て
い
る
総
合
医
や
プ

ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
な
ど
と
い

う
言
葉

が
認
識

さ
れ
る

よ
う
に

な
っ
て

き
ま
し

た
。
限

ら
れ
た

臓
器
の
病
気
だ
け
で
は
な

く
、
幅
広
い
健
康
問
題
を
解

決
す
る
こ
と
が
で
き
る
総
合

医
が
増
え
れ
ば
医
師
不
足
は

き
っ
と
改
善
す
る
で
し
ょ

う
。

　

地
方
の
医
療
だ
け
で
は
な

く
、
都
市
部
で
も
臓
器
ご
と

に
か
か
り
つ
け
医
が
い
て
、

毎
日
違
う
病
院
に
通
う
と
い

う
事
態
が
さ
け
ら
れ
ま
す
。

尾駮診療所　内科医長

た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
六
ヶ
所

村
尾
駮
診
療
所
に
勤
務
し
始

め
ま
し
た
、
武
田　

と
申
し

ま
す
。
出
身
は
深
浦
町
で
、

五
所
川
原
高
校
を
卒
業
後
、

松
岡
所
長
と
同
じ
自
治
医
科

大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

深
浦
町
に
引
っ
越
す
前
は

約
10
年
間
、
カ
ナ
ダ
で
過
ご

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
英

語
も
話
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
病
気
に
な
っ
て
困
っ
て

い
る
、
英
語
圏
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

　

趣
味
は
陸
上
競
技
で
、中
・

高
・
大
と
12
年
間
続
け
て
き

ま
し
た
。
今
後
も
健
康
維
持

の
た
め
に
も
ス
ポ
ー
ツ
を
続

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り

で
、
住
民
の
皆
さ
ま
、
役
場

の
皆
さ
ま
、
診
療
所
の
皆
さ

ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

こ
と
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま

す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
こ
こ
に
勤
務
し
て
い
る

期
間
中
に
、
何
ら
か
の
形
で

貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

■入院　今年度も入院体制を整えています。気軽に相談してください。
■時間外診療　時間外（下記平日の受付時間以外：夜間・休日）の診療は、急患だけ受け付
けます。必ず電話で症状などを相談してから来院してください。
●平日月～金の受付時間　午前　８時 30 分～ 11 時（午前８時 30 分診療開始）
　　　　　　　　　　　　午後　１時 30 分～３時 30 分（午後２時診療開始）
問尾駮診療所　☎ 0175（72）2791
＊告知端末（テレビ電話）からの電話は受け付けできません。固定・携帯電話からかけてください。

尾駮診療所の診療時間のお知らせ

交
番
だ
よ
り

健
康

国
際
交
流

医
療

交
番
だ
よ
り

健
康

国
際
交
流

医
療

お
ん
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　健康Health　International Exchange国際交流

マ
イ
ケ
の

ド
イ
ツ
語
講
座

【
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ス
】

■
開
催
日　

毎
週
水
曜
日

■
時
間

○
幼
児
（
３
歳
～
５
歳
）

午
後
３
時
半
～
４
時

○
小
学
校
１
～
３
年
生

午
後
４
時
15
分
～
４
時
50
分

【
大
人
向
け
ク
ラ
ス（
初
級
）】

■
開
催
日
時　

毎
週
火
曜
日

午
後
６
時
～
７
時
半

■
対
象　

六
ヶ
所
村
在
住
ま

た
は
村
内
在
勤
者

＊
中
級
授
業
に
興
味
の
あ
る
人

も
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ヘ
イ
リ
ー
と

マ
イ
ク
の

英
会
話
教
室

■
開
催
日

毎
週
水
曜
日

■
時
間

○
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ス

①
小
学
校
１
・
２
年
生　

午

後
５
時
～
５
時
半

②
小
学
校
３
年
生
以
上　

午

後
５
時
半
～
６
時

○
大
人
向
け
ク
ラ
ス

①
初
級　

午
後
６
時
～
７
時

■
自
分
自
身
で
で
き
る
こ
こ

ろ
の
ケ
ア

　

震
災
地
以
外
の
場
に
い
て

も
、
震
災
地
に
家
族
や
知
り

合
い
が
い
て
大
き
な
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
り
、
心
配
や
不

安
な
気
持
ち
が
大
き
く
な

り
、
メ
ン
タ
ル
面
で
大
き
な

負
担
を
感
じ
て
い
る
人
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
れ
ほ
ど
大
規
模

な
災
害
を
前
に
し
、
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
の
情
報
が
入
れ
ば
入

る
ほ
ど
、動
揺
が
増
し
た
り
、

不
安
感
が
大
き
く
な
る
こ
と

は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
こ

と
で
す
。

■
間
接
的
な
情
報
で
も
、
こ

こ
ろ
に
影
響
が
あ
り
ま
す

　

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
、
災
害
の
情
報
に
繰

り
返
し
触
れ
て
い
る
だ
け
で

も
、
こ
こ
ろ
は
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

自
分
自
身
で
気
付
け
な
く

て
も
、
普
段
以
上
に
疲
れ
て

い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
が
想

像
さ
れ
ま
す
。

　

積
極
的
に
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

こころの健康を守るために
震災後のこころのケア

■
子
ど
も
は
特
に
敏
感

　

被
災
地
以
外
の
場
で
も
、

子
ど
も
は
、
大
人
た
ち
の
動

揺
や
不
安
を
敏
感
に
察
し
て

い
ま
す
。
そ
の
感
覚
を
言
葉

に
し
づ
ら
い
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
表
現
す
る
す
べ
を
知
ら

な
い
の
が
幼
い
子
ど
も
で

す
。

　

子
ど
も
の
反

応
に
大
人
が
早

く
気
づ
き
、
適

切
な
サ
ポ
ー
ト

を
繰
り
返
し
提

供
し
て
い
く
こ

と
で
す
。
普
段

か
ら
の
生
活
で

も
大
切
で
す
。

❶
子
ど
も
の
話

に
耳
を
傾
け
ま

し
ょ
う

　

子
ど
も
が
体
験
や
思
い
を

話
し
出
し
た
時
は
、
止
め
ず

に
「
う
ん
、
う
ん
」
と
耳
を

傾
け
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

無
理
し
て
心
の
内
を
話
さ
せ

る
こ
と
は
逆
効
果
で
す
。

❷
親
の
気
持
ち
を
引
く
行
動

を
受
け
止
め
ま
し
ょ
う

　

し
が
み
つ
き
や
こ
だ
わ
り

行
動
（
爪
か
み
、
不
要
な
物

を
手
放
さ
な
い
、
着
替
え
に

こ
だ
わ
る
な
ど
）
を
叱
責
し

た
り
、
赤
ち
ゃ
ん
返
り
を
拒

絶
す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

　
「
大
丈
夫
な
こ
と
」
を
言

葉
で
も
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

抱
っ
こ
す
る
、
痛
い
と
こ

ろ
を
さ
す
る
な

ど
の
ス
キ
ン
シ

ッ
プ
も
大
切
で

す
。

❸
気
分
の
切
り

替
え
を
促
し
ま

し
ょ
う

　

怖
が
っ
て
い

る
様
子
で
あ
れ

ば
「
抱
き
し
め

る
」「
明
か
り

を
つ
け
る
」「
身
体
を
さ
す

る
」「
お
話
し
す
る
」「
寝
床

に
子
ど
も
の
好
き
な
物
を
置

く
」
な
ど
、
気
分
の
切
り
替

え
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

引
用　

災
害
時
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

チ
ー
ム
（
株
式
会
社
ピ
ー
ス
マ

イ
ン
ド
）

種　　類 対　　象 受付時間 5 月 6 月 7 月
エイズに関する相談 一般県民 13：00 ～ 14：00 10、24 7、21 5、19

Ｂ・Ｃ型肝炎検査（有料） 一般県民 11：00 ～ 12：00 10、24 7、21 5、19

療育相談 発達が気になる児童
継続　9：30 ～ 10：30

新規 10：30 ～ 11：00
25 22

女性健康相談 思春期から更年期に至る女性 10：00 ～ 10：30 17 21 19

精神保健福祉相談 精神・神経・飲酒等の相談 13：00 ～ 14：00 25 15 27

●上十三保健所からのお知らせ　　以下の相談を受け付けています。どうぞ利用してください。

問上十三保健所　☎ 0176（23）4261

ドイツ語・英会話教室の生徒を募集
アルティメット（フリスビーゲーム）参加者も募集！

②
中
級　

午
後
７
時
～
８
時

■
対
象　

六
ヶ
所
村
在
住
ま

た
は
村
内
在
勤
者

＊
ド
イ
ツ
語
・
英
会
話
と
も

開
催
場
所
は
文
化
交
流
プ
ラ

ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」
で
す

　
「
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
」
は
、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
（
フ

リ
ス
ビ
ー
）を
使
う
ゲ
ー
ム
。

敵
味
方
に
分
か
れ
た
７
人
ず

つ
の
チ
ー
ム
が
広
い
コ
ー
ト

で
一
枚
の
デ
ィ
ス
ク
を
投

げ
、
パ
ス
を
つ
な
い
で
エ
ン

ド
ゾ
ー
ン
を
目
指
し
ま
す
。

　

ル
ー
ル
は
簡
単
で
、
子
ど

も
も
大
人
も
楽
し
め
る
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
ヘ
イ
リ
ー
と
ゲ

ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

５
月
29
日
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所　

総
合
体
育
館

■
対
象　

小
学
５
年
生
～
大
人

■
募
集
人
数　

20
人

■
服
装　

普
通
の
ス
ポ
ー
ツ

ウ
エ
ア

■問い合わせ・申込先　国際交流課　☎ 0175（72）2111（内線 262）　担当：野坂

ヘ
イ
リ
ー
と
「
ア
ル

テ
ィ
メ
ッ
ト
」
を
楽

し
も
う
！

❶悲しみや辛い気持ちを押さえ込む
　※無理して心の内を話すことも逆効果です。
❷話すと相手が心配するのではないかと考え、
黙ったり、希望を伝えない。
❸お酒を飲みすぎる
❹自分の生活を必要以上に抑えすぎる。
❺新たな大きなことにチャレンジする。

①無理のない範囲で気持ちや思いを話しましょう。

②相手にとって負担かどうかは、言葉にして聞いて
（確認して）みましょう。

③しっかりと食事と睡眠をとるようにしましょう。
④出来る限り、普段どおりの生活を送りましょう。
⑤極力、大きな変化は起こさないようにしましょう。

➡
➡
➡
➡
➡

やってはいけないこと　× やったほうがいいこと　○

科　名
診療日

備　考
月 火 水 木 金

内科 ○ ○ ○ ○ ○ 禁煙外来診療（月曜日から金曜日）

神経内科外来 ○ 第１・３金受付は13時から15時まで

糖尿病外来 ○ ○ 金曜日 糖尿病教室（講義室　9時15分から9時45分まで）

循環器外来 ○ 水曜日 県病より午前のみ

小児科 ○ ○ ○ ○ ○ 診察受付 　午前：月～金  11時30分まで 　午後：月・火・金13時～14時／夜間・休日な
どの診療および入院は対応できません／予防接種水・乳児健診木は予約制

外科 ○ ○ ○ ○ ○ 乳腺外来診療（月～金） 受付は10時30分まで／スト－マ外来　第2・4金予約制

皮膚科 ○ ○ ○ 受付は8時15分～11時30分／診察開始　月・木9時　　水9時30分

整形外科 ○ ○ ○ ○ ○ 新患受付11時まで（月～金）／脊椎専門外来　毎週火13時から16時まで（予約制）
木小児特殊外来（脱臼検診）

産婦人科 ○ ○ 火・木 受付は８時15分～11時／産科は常勤医師不在となるため休診。午後は医師不在。

耳鼻咽喉科 ○ ○ 診察受付は11時まで／処置の受付　水～金10時まで

眼科 ○ ○ ○ 受付は11時まで

脳神経外科 ○ ○ 火・木（第1・3・5）　受付は午前10時30分まで

泌尿器科 ○ 受付8時30分～11時30分
メンタル・ク
リニック ○ 受付は12時30分～14時30分（隔週：変更あり）／診察は13時～15時／新患は予約制。

歯科口腔外科 ○ ○ ○ ○ ○ 新患受付（11時30分まで）

検診センタ－ ○ ○ ○ ○ ○ 一般健診は8時15分～11時30分／宿泊・日帰り・脳・乳がん・肺がんドック（予約制）

公立野辺地病院外来診療日案内（4 月 4 日～）

交
番
だ
よ
り

健
康

国
際
交
流

医
療

交
番
だ
よ
り

健
康

国
際
交
流

医
療

問公立野辺地病院　☎ 0175（64）3211 ㈹／ Fax0175（64）5571（総務企画グループ）／ Fax0175（64）5590（医事グループ）
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の
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管

理
室　

業
務
担
当

☎
０
３
（
５
２
５
３
）
５
１
８
２

（
直
通
）

Fax
０
３
（
５
２
５
３
）
５
１
９
０

　

上
北
地
域
県
民
局
と
上
北
地

域
管
内
市
町
村
は
「
地
方
税
徴

収
確
保
推
進
宣
言
」に
基
づ
き
、

地
方
税
（
県
税
・
市
町
村
税
）

の
よ
り
一
層
の
徴
収
確
保
対
策

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
上
北
地

域
県
民
局
県
税
部
は
管
内
市
町

村
か
ら
個
人
住
民
税
の
滞
納
者

に
係
る
徴
収
権
を
一
部
引
き
継

ぎ
、
県
税
部
に
お
い
て
差
押
等
の

滞
納
処
分
を
執
行
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
は
、
本
村
の
行
政
相

談
委
員
に
二
本
柳
正
晴
さ
ん
を

４
月
１
日
付
け
で
委
嘱
し
ま
し

た
。
任
期
は
２
年
で
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
が
毎
日
の
暮

ら
し
の
中
で
、
行
政
が
行
う
仕

事
に
つ
い
て
の
苦
情
、
意
見
や

要
望
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
、
最

も
身
近
な
相
談
相
手
に
な
る
の

が
同
相
談
委
員
で
す
。

　

相
談
内
容
と
し
て
は
、
▼
苦

情
を
直
接
申
し
出
に
く
い
▼
ど

こ
へ
申
し
出
た
ら
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
▼
苦
情
を
申
し
出
た
が

そ
の
措
置
に
納
得
で
き
な
い
―

な
ど
の
場
合
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
方
法
は
、
口
頭
・
電
話
・

手
紙
の
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
。

ま
た
、
相
談
内
容
は
秘
密
を
厳

守
し
ま
す
の
で
安
心
で
す
。

■
二
本
柳
相
談
委
員
連
絡
先

○
住
所　

六
ヶ
所
村
大
字
平
沼

字
二
階
坂
92
―
32

☎
０
１
７
５
（
75
）
２
９
２
７

　

村
は
、
公
正
で
開
か
れ
た
村

制
の
運
営
を
図
る
た
め
、
村
の

保
有
す
る
公
文
書
と
個
人
情
報

の
開
示
状
況
を
左
記
の
と
お
り

公
表
い
た
し
ま
す
。

○
平
成
22
年
度
公
文
書
開
示
状

況

 

・
請
求
件
数　
　
　

０
件

 

・
開
示　
　
　
　
　

０
件

 

・
一
部
開
示　
　
　

０
件

 

・
非
開
示　
　
　
　

０
件

 

・
存
在
応
答
拒
否　

０
件

 

・
不
存
在　
　
　
　

０
件

 
・
不
服
申
出　
　
　

０
件

○
22
年
度
個
人
情
報
開
示
状
況

 
・
請
求
件
数　
　
　

０
件

 

・
開
示　
　
　
　
　

０
件

 

・
一
部
開
示　
　
　

０
件

 

・
非
開
示　
　
　
　

０
件

 

・
存
在
応
答
拒
否　

０
件

 

・
不
存
在　
　
　
　

０
件

 

・
不
服
申
出　
　
　

０
件

問
総
務
課　

中
岫

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
２
２
７

　

村
内
各
地
区
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
お
よ
び
主
任
児
童
委

員
を
紹
介
し
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

暮
ら
し
に
関
す
る
悩
み
事
な
ど

の
相
談
を
受
け
る
ほ
か
、
行
政

や
関
係
機
関
と
の
調
整
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
に

関
す
る
こ
と
を
専
門
的
に
担
当

し
て
お
り
、
関
係
機
関
や
地
区

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど

と
協
力
し
て
、
子
ど
も
の
健
全

育
成
・
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
】

■
泊　

佐
々
木
勝
子
・
田
中
智

恵
子
・
櫻
井
き
わ
・
及
川
悦
夫
・

滝
沢
キ
ミ
子
・
松
本
豊
喜
・
古

川
陽
子
・
林
下
操
・
三
浦
幸
子

■
出
戸
・
石
川　

服
部
薫

■
老
部
川
・
新
町　

木
村
豊
春

■
尾
駮
浜
・
野
附　

松
尾
義
昭
・

橋
本
八
重
子

■
尾
駮　

寺
下
勇
夫
・
髙
橋
ア

ツ
子

■
尾
駮
レ
イ
ク
タ
ウ
ン　

簗
田

成
義
・
橋
本
春
彦

■
二
又
・
富
ノ
沢　

蘓
武
貴
子

■
室
ノ
久
保
・
千
樽　

戸
田
光
雄

■
戸
鎖　

戸
田
勝
美

■
新
城
平
・
新
納
屋　

小
泉
操

■
平
沼　

橋
本
孝
子
・
葛
西
ナ

ツ
エ
・
赤
沼
達
也

■
倉
内　

高
村
治
男
・
中
村
笙
子

■
中
志
・
内
沼　

林
正

■
笹
崎
・
六
原
・
端　

附
田
良
子

■
千
歳　

高
田
喜
世
子

■
庄
内
・
豊
原
・
睦
栄　

伊
藤

和
夫

■
千
歳
平　

髙
田
昭
男
・
濱
田

洋
子

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

行
政
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

公
文
書
お
よ
び
個
人
情

報
の
開
示
状
況
を
公
表

地
域
の
身
近
な
相
談
役

「
民
生
・
児
童
・
主
任

児
童
委
員
」

個
人
住
民
税
な
ど
の
徴

収
体
制
を
強
化
し
ま
す

木
きむら

村　朱
あかり

里（公久）六原

柴
しばさき

崎　京
ことこ

江（淳也）戸鎖

髙
たかはし

橋　若
わかさ

咲（智和）老部川

種
たねいち

市陽
ひなり

奈里（義暁）尾駮浜

立
たちばな

花　優
ゆうな

奈（武憲）尾駮レイクタウン

赤
あかいし

石　希
まひろ

優（力）　　泊

赤
あかいし

石　望
みひろ

優（力）　　泊

赤
あかいし

石　聖
せら

空（工）　　泊

六ヶ所村の人口
（3 月 31 日現在）

区分 人口 前月比
男 5,971 － 24
女 5,237 － 26
計 11,208 － 50

世帯数 4,498 － 19

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

ご結婚おめでとう

お悔やみ申し上げます
沼尾　昭子　84 才（千歳平）

戸田　一光　54 才（戸鎖）

能登　磯吉　79 才（泊）

滝澤　伯文　60 才（泊）

小笠原勇一　83 才（二又）

櫻井ハチヱ　93 才（泊）

橋本　タヨ　89 才（平沼）

沼辺　せき　99 才（尾駮）

北角エイ子　73 才（泊）

中村　トシ　73 才（中志）

木村美知男　75 才（倉内）

能登　チヱ　76 才（泊）

沼端まつゑ　89 才（端）

3 月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175-72-2111（内線 116）

戸籍の窓

Information Square

ま
た
、
県
税
部
と
市
町
村
が
共
同

し
て
催
告
や
滞
納
整
理
を
行
う

な
ど
、
地
方
税
の
徴
収
確
保
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部　

納
税
管
理
課

☎
０
１
７
６
（
23
）
４
２
４
１

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職

員
に
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
受
験
資
格

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
６
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

■
受
験
申
込
受
付
期
間

６
月
21
日
火
～
６
月
28
日
火

【
主
任
児
童
委
員
】

種
市
久
子
・
菊
池
ト
シ
エ

問
福
祉
課　

千
島

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
１
３
２

請
求
期
限
が
２
年
延
長
さ
れ
、

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
と
な

り
ま
し
た

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地

な
ど
（
事
変
地
の
区
域
又
は
戦

地
の
区
域
）
に
派
遣
さ
れ
戦
時

衛
生
勤
務
に
従
事
し
た
旧
日
本

赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
お
よ
び

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
人

（
慰
労
給
付
金
受
給
者
は
除
く
）

に
対
し
て
、
そ
の
ご
労
苦
に
報

い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

本
人
ま
た
は
家
族
な
ど
か
ら

三浦　　学（泊）

板橋　亜依（泊）

佐川　清貴（福島県）

村居　香織（東北町）

■
受
験
申
込
書
の
請
求

最
寄
り
の
税
務
署
、
仙
台
国
税

局
人
事
第
二
課
ま
た
は
人
事
院

東
北
事
務
局

＊
受
験
申
込
書
の
配
布
は
、
５
月
９

日
月
か
ら
行
い
ま
す

問
人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２
（
２
２
１
）
２
０
２
２

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

☎
０
２
２
（
２
６
３
）
１
１
１
１

内
線
３
２
３
６

　3 月の農業委員会定例総会が 3 月 23 日、中央公
民館１階会議室で開催され、下記案件が原案通り議
決・承認されました。
■議案第 8 号　農地法第 3 条の規定による許可申
請について　　　　　　2 件 41,164.88㎡
■議案第 9 号　農用地利用集積計画（案）につい
て　　　　　　　　　　　 1 件 17,213㎡
■議案第 10 号　平成 23 年度六ヶ所村農業労働賃
金等の標準額（案）について
※総会の傍聴・会議録の縦覧ができます。各種許可申請書の
締め切りは月末です。

農業者年金の加入申し込みは、農委事務局でも
　4 月から、農業者年金の加入（再加入）申し込み
が農業委員会事務局でもできることになりました。
農業者年金については、これからも『農業委員会だ
より』でお知らせしていきます。
問農業委員会事務局☎ 0175（72）2111（内線 273）

農業委員会だより

平
成
23
年
度
国
家
公
務

員
採
用
Ⅲ
種
（
税
務
）

試
験（
高
校
卒
業
程
度
）

の
お
知
ら
せ

平成 23 年度村税などの納期
　納期内に忘れず納めましょう

税　目
納　期

第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期

固定資産税 6/1～6/30 8/1～8/31 10/3～10/31 12/１～12/26 ― ―

個人村（県）民税
〈普通徴収〉 5/2～5/31 7/1～8/1 9/1～9/30 12/1～12/26 ― ―

軽自動車税 5/2～5/31 ― ― ― ― ―

国民健康保険税 7/1～8/1 8/2～8/31 9/1～9/30 10/3～10/31 12/1～12/26 1/4～1/31

＊納期限を過ぎると延滞金が加算されます。また、督促状を発行した場合は、督促手数料が加算されます。

■納税貯蓄組合に加入しましょう
  ・同組合に加入し、納税成績が良い人には奨励金が交付されるなどの特典があります。
  ・同組合への加入を希望する人、同組合を結成したい人は、役場税務課へお問い合わせください。
問税務課　☎0175（72）2111
　国民健康保険税（内線126）、個人村（県）民税（内線125）、軽自動車税（内線126）、固定資産税（内線125・127）

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
を
贈
呈
し
ま
す
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      六ヶ所村民図書館新刊案内
     問 0175(72)3405   

http://www.rokkasho-tosho.jp/

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

平成 23 年度第 1 回犬の登録と狂犬病予防注射日程
月日 地区 実施場所 時間

5 月 10 日火

泊

第２焼山住宅前 9：10～  9：30
弁天様前 9：35～10：05

町内会事務所前 10：10～10：40
泊公民館前 10：45～11：05
泊消防署前 11：10～11：40

石川 集会所前 13：00～13：15
出戸 集会所前 13：20～13：35

老部川 千葉尚宅前 13：45～14：00
尾駮浜 中村岩男宅前 14：05～14：25

5 月 11 日水

尾駮浜 役場庁舎前 9：20～  9：40
野附 東酸KK前 9：45～  9：55
尾駮 清水知幸宅前 10：00～10：15
二又 附田商店前 10：25～10：45

室ノ久保 三戸明宅前 10：55～11：05
千樽 十文字宅前 11：10～11：20
戸鎖 消防屯所前 11：25～11：40

5 月 12 日木

中志 中村酒店前 9：30～  9：45
内沼 木村てる宅前 9：50～10：00
倉内 集会所前 10：10～10：40
平沼 平沼支所前 10：50～11：20

新城平 前田商店前 11：25～11：40
六原 バス停前 11：45～11：55

端 バス停前 12：00～12：10
笹崎 松尾宅前 12：15～12：25

5 月 13 日金

豊原 集会所前 9：30～ 9：40
睦栄 集会所前  9：45～  9：55
千歳 橋本光男宅前交差点 10：00～10：10
庄内 集会所前 10：15～10：30

千歳平 公民館前 10：35～11：00

　
飼い犬が死亡したとき、登録に変更があったとき

　飼い犬が死亡したときは、鑑札と注射済証を添えて犬
の死亡届を福祉課へ提出してください。犬の死体の処理
は飼い主の責任で行ってください。
　登録事項に変更があったときは、登録変更届を福祉課
へ提出してください。転入・転出も届け出が必要です。
問福祉課　☎ 0175（72）2111（内線 149）

　
守ろう。飼い主のマナー

①公園や他人の土地で排便をさせない
②犬の散歩に出かけるときは、袋とシャベルを携帯し、
フンの後始末を必ず行う
　道路や公園などが犬のフンで汚され、村に苦情がたく
さん寄せられています。
③犬を放し飼いにしない
　放し飼いにより人に危害を加えた場合は、動物愛護管
理法等により、罰則規定が科される可能性があります。
　みだりに殺し、遺棄した場合や、えさ・水をあげず衰
弱させるなどの虐待を行った人は、厳しく罰せられます。

　犬が好きな人ばかりではありません。他人に迷惑や危
害を加えないように、マナーを守って犬を正しく飼いま
しょう。

　本年度 1 回目の飼い犬の登録と狂犬病予防注射を
下記日程で行います。都合のよい日時・場所で飼い犬
に予防注射を受けさせてください。
　なお、村からはがきが送付されている人は忘れずに
持参してください。
■対象　生後３カ月以上のすべての犬
■登録・注射料
○登録済みの犬
　注射料金　3,000 円（注射済証交付手数料含む）
○未登録の犬
　①登録料金　3,000 円
　　（鑑札証交付手数料含む。〈生涯で１度限り〉）
　②注射料金　3,000 円　（注射済証交付手数料含む）

注射に連れてって

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 日
2 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

3 火
4 水
5 木

6 金
郷土館休館日

カンガルー教室 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

7 土
8 日
9 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

10 火
６カ月児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

１歳６カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

11 水 りふれっしゅダンス教室 10：00 ～ 11：30 ス ワ ニ ー

12 木
１歳児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

４カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

13 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

14 土

15 日
11 たのしむべ！フェスティバル 大石総合運動公園

たのしむべフェスティバル記念ミニバスケットボール競技会 8：40 ～ 大 石 総 合 体 育 館

王杯争奪野球大会（8：40 ～　大石総合運動公園第３球場および本球場）

16 月
５歳児発達相談 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

スワニー・郷土館・図書館休館日

17 火
18 水
19 木

20 金
カンガルー教室 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

21 土 荒川杯争奪野球大会（8：15 ～　大石総合運動公園第３球場および本球場）

22 日
23 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

24 火
乳幼児相談 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

２歳児歯科健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

25 水 りふれっしゅダンス教室 10：00 ～ 11：30 ス ワ ニ ー

26 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

27 金
28 土
29 日
30 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

31 火
ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター

３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

 村のスケジュール5 月

震災の被害状況を調べる中で、２つの話を聞きました❶睦栄・豊原地区では、震災後から 3 月 14 日の夕方まで断水が続きました。乳牛には、
毎日たくさんの飲み水が必要で、停電のため搾乳も困難、さらに原乳の出荷先も被災…。途方に暮れていたあるその酪農家の家の前に、14 日の朝、
ポリタンクに入った大量の水が置かれていたそうです。誰が置いていったか未だにわからず、お礼を言いたくても言えないでいるそうです❷ 
KISAC の先生たちが、野田村にインドカレーの炊き出しに行った時のこと。帰りに一人の老婦人にこうお礼を言われたそうです。「生まれて初
めて、本格的なインド料理を食べました。震災がなければ、こんなにおいしい物を食べることはできなかった。本当においしかった」●震災、
そして被災は残酷な現実ですが、抗えない現実を静かに受け止め、前向きに生きようとする人たちがいます。そして、それを支える多くの人
たちも。皮肉にも震災がなければなかったエピソードですが、こんなときだからこそ、人々の善意は心に純粋に響くのだと思います（円子）

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

うつになったツレとそれを支えた貂々があら
ためて、今も分からない「うつ」の謎に迫
るため、専門家である大野先生に会いに行っ
た！ 「うつ」のこと、楽しく生きるコツをマ
ンガで紹介する。

ツレと貂々、
うつの先生に
会いに行く

細川　貂々 著

超高齢化社会を迎えているが、年の取り方を
知らないわがままな老人が増えている。自立
した老人になり、人生を面白く生きるための
老いる力＝老いの才覚について考える。

老いの才覚

曽野　綾子 著

子どもには学習机と個室が必要…。その思い
込み、ちょっと待った！ 建築家・学習塾塾長
である著者が、家族みんなが元気になり、子
どもが自立する家の “ しかけ ” を教えます。

ソファを捨てれば、
子どもが伸びる！

出雲　勝一  著

大好きなおにいちゃんのまねばかりしてしま
う、ぶーちゃん。あんまりしつこいので、お
兄ちゃんはちょっとうんざり。ところが…。
月刊『ＭＯＥ』掲載の作品を全面的に描きあ
らためて単行本化。

あくたれラルフの
たんじょうび

ジャック・ガントス 著

愛犬を
狂犬病から
守ろう。

23 年度第 1 回目
飼い犬の登録と

狂犬病予防注射日程のお知らせ

知っていますか。青森県動物愛護センター

　青森県は 18 年４月１日から動物愛護センターを開設
し、放浪犬の捕獲およびペットの苦情対応の業務を行っ
ています。
　また、動物ふれあい活動や、命の大切さを実感できる
総合的な動物愛護管理を推進しています。

問青森県動物愛護センター 青森市大字宮田字玉水 119-1
☎ 017（726）6100
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新緑が目にしみるころ、野鳥観察公園ではタカの豪快な漁を見ることができます。
どこからともなく現れ、空中で羽ばたいて停止。次の瞬間、頭から急降下―。
水面直前で、足を伸ばして獲物に突っ込みます。
大きな音と水しぶきが上がったら、
ミサゴ（魚鷹）が獲物を抱えて飛び上がっているかもしれません。

伝えたい、六ヶ所の風景。
魚

う お た か

鷹

1.2 ＿汽水の尾駮沼で、ミサゴが捕まえるのはウグイやカレイ。ぞうきんを絞
るように左右の脚を前後にずらし、魚の頭を必ず前にし、空気力学にかなっ
た姿勢を取ります。カレイの場合は、頭を逆にした方が楽なのでしょうか　
3 ＿大きすぎる獲物を捕らえたまではいいが、引き上げられず、食い込んだ
鋭い爪を外せずに溺れることもあるといいます（写真提供：一戸一晃さん〈㈶
環境科学技術研究所〉）
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